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202 頭 2F「 天器　168
そ，實に思想ある人の考へ方ではある・L東「も不思議ではあるが，人心のセ
ンチメンタリズムから言へば，未來をあこがれる人にとっては，L西方1こそ，
こよなく耐i秘の境地と観ぜられる．三って，佛教のやうな深い哲理の先三者
たちが，軍に室内でi想に耽るに止まらす，戸外にあって天地の自然を見，
宇宙の動きを観じたとき，浄土をt一西方一1にと考へたのは決して無理からぬこ
とであるといはなければならない．此の事實を直覗しないで，只，机上の室
論を戦はす人々こそ，誠に救ひ難き輩と言はねばならない・
　基督教埋の中にも亦，天文學の豫備知識なくては解き得ない謎が澤山ある・
其の一例を，かの，新約全書の末尾にあるLヨハネの黙示録「に見る．獣示録
は，實に謎の書であると，多くの人は言ふ，まことに其の通り，此の書を完
杢に解き得る人は，少くとも初代基督教理の奥殿を極めた人と言って好いで
あらう．しかし，こSにも，吾々天文家の立揚から見れば，やはり若干の解
決の鍵があるのであって，些々たる猫断に陥らす，實にil｛々堂々と，この榊
秘不可思議な一書の心を探ることが出擦るのである．
天文の分野は堅い．世には只，天文が歴時や経緯度の槻測決定に役立つの
みで，殆んど之れ以外，人世に直接關1系なきものと思ひ込んでみる人が多い
やうであるが，實に，以っての外のことである．今日のあらゆる天然理學
（Natural　Sciences）の取り扱ふ諸現象から，人心の精神理墨や，宗i教，柔術等
々に至るまで，天文なしには意味を失ふ重大事が實に噂しい．之れ等の諸々
を研究解明し，世を導き教へるだけの氣囎を吾人は常々養って置かねばなら
ない．（山本：）
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爾の時，佛長老舎利弗に告げたまはく，坐れよ晒方＋三二kの佛・薩過
ぎて世界あり，名づけて極言といふ．其の土に佛まします，阿彌陀と號づけ
たてまつる．いま現に在しまして：説法したまへり．（佛説阿彌陀経）
